
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 

第 14２号 

令
和
４
年
元
旦
、
毎
年
恒
例
の
掛
合
町
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雲
南
市
体
育
協
会
掛

合
支
部
（
支
部
長 

渡
辺
重
光
）
の
主
催
で
４６

回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
、
ま
た
大
雪
な

ど
の
心
配
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
ま
ず
ま

ず
恵
ま
れ
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 コ

ー
ス
は
例
年
通
り
で
、
掛
合
交
流
セ
ン
タ
ー

前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
ゴ
ー
ル
の
挟
長
神
社
ま
で
を

約
３
km

と
約
１
km

の
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
走

り
ま
す
。 

去
年
の
参
加
者
は
約
３０

名
、今
年
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
幾
ら
か
和
ら
い
だ
の
で
、
例
年
並
み
に
回

復
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
約
５０

名
の
参
加
と
な
り
例
年
の
半
分
程
度
で

し
た
。 

で
す
が
、
参
加
さ
れ
た
方
は
全
員
が
完
走
し
、

挟
長
神
社
で
揃
っ
て
参
拝
し
て
新
年
へ
の
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

来
年
も
開
催
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

第

回
掛
合
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
和
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

掛
合
自
治
振
興
会
の
活
動
に
参
加
、
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
事
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
も
一
昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
振
り
回

さ
れ
、
な
か
な
か
思
い
切
っ
た
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
事
は
残
念
で
し

た
。
今
年
こ
そ
は
昨
年
よ
り
は
活
動
が
出
来
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
7

月
に
は
私
達
が
か
つ
て
経
験
し
た
事
が
な
い
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
、
家
屋
・
生
活
道
路
の
崩
壊
等
被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
人
的
被

害
が
で
な
か
っ
た
の
は
幸
い
な
事
で
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
避
難
所
開

設
は
初
め
て
の
経
験
で
、
職
員
一
同
今
出
来
る
事
で
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
利
用
さ
れ
た
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
避
難
所
運
営
に
総

合
セ
ン
タ
ー
職
員
と
共
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

令
和
4

年
は
「
寅
年
」
で
す
。
寅
年
は
「
成
長
」
や
「
始
ま
り
」
の

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

心
配
を
し
な
が
ら
の
掛
合
自
治
振
興
会
の
運
営
に
は
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
芽
が
「
成
長
す
る
」、
新
し
い
日
常
が
「
始
ま
る
」
年

に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
役
員
、
職
員
共
々
運
営
に
携

わ
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

掛
合
自
治
振
興
会 

会
長 

松
村 

治
香 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【75歳以上のお 1人暮らしの方とご夫婦だけで暮らしておられるお宅へ訪問】 

 まめなかね訪問『冬』を 12 月 10 日から行いました。 

今回は『ホッカイロ・お汁粉・ステックドリンク』をお渡しし

ました。 

元気に過ごしておられる方が多かったです。 

十日市の柳原ご夫妻はいつもお元気で個人的に私の目標で

す！！(藤原談) 

 

 

１
月
１５

日
・
１６

日
の
両
日
「
ケ
ア
ニ
ン 

～
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
～
」
の
特
別

上
映
会
を
、
掛
合
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
作
品
に
は
介
護
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
働
く
こ
と
の
意
味
や
、
人
と
人
、
地

域
の
繋
が
り
の
尊
さ
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
セ
リ
フ
の
一

つ
一
つ
が
全
て
実
際
の
現
場
か
ら
と
っ
た
生
き
た
言
葉
な
の
で
す
。
そ
う
し
た

日
々
の
介
護
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
姿
を
追
い
か
け
て
い
く
う
ち
に
、
自
然
と
人

生
に
前
向
き
に
な
れ
る
心
温
ま
る
感
動
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。 

２
日
間
で
３０

人
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
素
晴
ら
し
い
映
画
で
し
た
」 
 
 
 

「
い
つ
も
、
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
」 

「
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
泣
き
ま
し
た
」 

「
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」 

「
両
親
を
思
い
出
し
ま
し
た
」 

 
 
 

「
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」 

「
認
知
症
・
介
護
の
こ
と
が
初
め
て
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」 

「
寄
り
添
っ
て
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
し
て
欲
し
い
」 

「
【
こ
っ
ち
も
人
間
な
ら
あ
っ
ち
も
人
間
】
い
い
言
葉
で
す
」 

「
認
知
症
を
地
域
で
見
守
る
や
さ
し
い
町
が
で
き
る
と
い
い
な
」
等
た
く
さ
ん
感

動
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ケ
ア
ニ
ン
（
介
護
、
看
護
、
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
、
人
の
「
ケ
ア
」
に
関
り
、

自
ら
の
仕
事
に
誇
り
と
愛
情
、
情
熱
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
全
て
の
人
）
の
方
々
に

日
々
感
謝
し
な
が
ら
、
自
主
組
織
並
び
に
地
域
住
民
が
見
守
り
で
き
る
地
域
に
し

て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

地
域
ま
る
ご
と
シ
ア
タ
ー
開
催 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かきフェスティバル  (主催：地域づくり団体 Project U) 

日 時：令和 4年 2 月 20 日(日) 9：00～17：00   

会 場：道の駅『掛合の里』 

【前売券販売】 1月 17 日(月)～2 月 8 日(火)まで  

●取扱場所：掛合の里売店＆掛合町内各交流センターにて販売 

    ● 内 容 ：殻付き、むき身  各 1,200 円（税込） 

※前売券は当日 9:00～15:00 の間にお引換ください 

※お問合せは 62-1510(掛合の里内事務局)まで 

天
ち
ゃ
ん
の
防
災
教
室 

第
二
部 

掛診だより 第 13 回 
「病院と診療所のカルテが一体化します！」 

雲南市立病院 地域ケア科 太田龍一 

今月のテーマは「掛合診療所と雲南市立病院のカルテの連携」についてです。 

明けましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりました。今年も掛合診療所をどうぞよろしくお願いし

ます！ 

今月のテーマは、電子カルテの連携についてです。今年 1 月から掛合診療所と雲南市立病院の電子カルテがつな

がります！ 昨年から取り組んでいた事業で、やっと完成しました。 

以前から、「雲南病院でした検査は診療所で見れないんですか？」とよく言われていました。今年の 1月から、雲

南市立病院で行った検査や治療は掛合診療所でも見ることができます！ 

電子カルテがつながる良い点は、 

① 掛合診療所と雲南市立病院で行った診察、検査、治療がどちらの医療機関からでも見ることができる 

② 掛合診療所から雲南市立病院の検査予約ができるので、診療所で出来ない検査を病院でスムーズに受けることが

できる 

③ その検査の説明を診療所で受けることができるので、病院や診療所での待ち時間を減らすことができる 

ことです。 

定期的な診察や処方は診療所からさせていただき、詳しい検査や治療に関しては雲南市立病院と連携するシステ

ムが、今まで以上にスムーズにできるようになりました。 

今後も病院と診療所の連携を強め、掛合にお住まいの方々の健康がよりよくなりますように、サポートさせてい

ただきたいと考えております。本年も引き続き、どうぞよろしくお願いします。 

 

𠮷村重男さん 厚生労働大臣表彰受賞 
厚生労働省では、このたび多年にわたって戦傷病者、戦没者遺族、引揚者等の援

護事業に携わり、功績が顕著な方に対し、その功績をたたえるとともに、その労苦

に報いるため、厚生労働大臣表彰が行われ、中町の吉村重男さん（雲南市遺族会掛

合地区事務局長）が「戦没者遺族援護功労」を受賞されました。12月 17 日雲南市

役所応接室で伝達式が行われました。 

吉村さんは平成 15年より今日に至るまで合併以前は掛合町遺族会、合併後は雲

南市遺族会監事として継続18年5ヶ月間遺族会活動に貢献されその功績は偉大で

あります。 
※うんなん遺族会報参照 

新型コロナウイルス感染対策

として、マスクを着用し、間隔

を空けてお並びください！ 

※今月の『天ちゃんの防災教室』は紙面の関係でお休みさせて頂きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 市・振興会事業 教室・サークル 日 曜 市・振興会事業 教室・サークル 

１ 火  
・ケアピラティス 

・ひまわり教室 

・そろばん 
１７ 木  ・コールヨリージョ 

２ 水 ・室内運動教室 
・いきいきサロンコスモス 

・さざんかの会 
１８ 金  

・手芸クラブ 

・そろばん 

３ 木  ・コールヨリージョ １９ 土 
・料理教室 

『そば打ち体験』 
・トールペイント 

４ 金  
・手芸クラブ 

・そろばん 
２０ 日 ・かきフェスティバル  

５ 土   ２１ 月   

６ 日   ２２ 火  
・ケアピラティス 

・ひばり会 

・そろばん 

７ 月   ２３ 水 ・天皇誕生日 ・なのはな会 

８ 火  
・ケアピラティス 

・ひばり会 

・そろばん 
２４ 木  

・さわやかクラブ 

・コールヨリージョ 

９ 水 ・いきいきサロン ・なのはな会 ２５ 金  ・そろばん 

１０ 木  ・コールヨリージョ ２６ 土 ・掛合トランプ教室  

１１ 金 ・建国記念日 
・切り絵同好会 

・そろばん 
２７ 日   

１２ 土   ２８ 月   

１３ 日       

１４ 月       

１５ 火 
・申告相談 

（21 日まで） 

・ケアピラティス 

・やっちゃんサロン 

・そろばん 
    

１６ 水 ・行政相談 
・いきいきサロンコスモス 

・さざんかの会 
※   は休館日です。 

予定は変更されることがあります。 

【分かりにくい不燃ごみの分別について )】  

アルミホイル、アルミカップ、

アルミ鍋 

→不燃ごみ（金属類） 

※外箱、芯は燃えるゴミ 

 

【不燃ごみ】 

使い捨て手袋、ゴム手袋 

滑り止め付きの軍手 

→不燃ごみ 

（プラスチック・くつ類） 

※滑り止め無は燃えるゴミ 

薬（錠剤・カプセル）の包

装ケース（左写真） 

→不燃ごみ 

（プラスチック・くつ類） 

先月の自治振興会たよりで掲載した「分かり

にくいゴミの分別について①②」において、

紛らわしい表記がありましたので、補足しま

す。 

ごみ分別についてのお問い合わせは、いいし

クリーンセンターまで（電話 72-9217） 


